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地元就職促進に向けた「北九州ゆめみらいワーク」の取組について 
 

 

１ 事業概要・目的 

平成２７年度から実施。小・中学生や高校生、大学生等を対象に、地元企業の

仕事内容や地元大学の研究等について、直接聞き、体験できるイベントを開催。

地元企業や大学の魅力等を伝えるとともに職業観を醸成することで、各自に合っ

た職業選択につなげる。 

 

２ 入場対象者・開催場所 

（１）入場対象者 小・中学生、高校生、大学生、保護者、教員等 

（２）開催場所  西日本総合展示場新館 

（３）出展団体数・入場者数（延べ人数） 
 

 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ元年度 

出 展 団 体 115 団体 131 団体 139 団体 121 団体 134 団体 

 
入場者数（延べ） 6,355 人 6,485 人 6,586 人 7,103 人 7,504 人 

うち高校生 4,888 人 4,468 人 4,082 人 3,724 人 4,347 人 

 

（４）令和元年度「北九州ゆめみらいワーク」開催報告 

① 開催日   令和元年８月２３日（金）・２４日（土） 

② 内容 

ア 市内企業、大学等による体験型ブース・展示 

  イ 大学生、高校生によるインターンシップ（○新名刺等デザイン、企業ブース企画

提案） 

   ウ 高校生向け企画（○新ゆめみらいプレゼン甲子園、○新クイズラリー） 

   エ 小・中学生向け企画（キッズスタンプラリー、子ども実験コーナー） 

   オ 保護者向け講演会                     等  
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１ 来場者アンケート（回答数：3,891／7,504 人） 

（１）イベントの感想           「大変良かった」「良かった」 88.1％ 

① どのブースも内容が分かりやすく、将来の進路の選択の幅が広がった。 

② 今まであまり興味のなかった職業を実際に体験することで関心が湧き、 

もっと知りたいと思った。 

   ③ 将来、何をすべきか考える良いきっかけになった。 

 
 

（２）イベントを通じた地元企業に対する印象の変化    「良くなった」 73.8% 

① 地元企業のすごさを改めて知ることができた。 

② 高い技術力を持っていると思った。 

③ 地元にも高い志をもった企業があり、その思いが伝わった。 

④ 知らない企業がたくさんあり、どのように社会に貢献しているかわかった。 

 
 

（３）将来働いてみたい・働いてもらいたい企業や職業     「あった」 50.8% 

① イベントを通じて様々な選択肢が増え、地元でも十分働いていけそうと感じた。 

② 地元企業もたくさん技術を持っていて、子どもも将来、北九州市でも良い 

仕事に就ければと思った。 

 

 

２ 出展者アンケート（回答数：124／134 団体） 

（１）イベントの感想            「大変良かった」「良かった」 89.5％ 

① 未来を担う高校生や子供たちに建設業の実体験をしてもらうことで、少し

でも建設業に携わりたいと思ってもらうことができたのではないかと思う。 

② 年々来場者数も増え、他のブースの創意工夫も勉強になった。 

③ 高校生に効率よく事業のＰＲができた。 

 

（２）来年度の出展         「出展したい」「できれば出展したい」 93.5% 

   ① 働き手が減少している業界にとって PR できる貴重な場であり、このよう活

動を継続して行うことで、建設業に携わる人々の増加につながるため。 

② 会社や仕事内容をアピールできる貴重な場。 

    ③ 自社について再認識でき、いろいろな方と交流ができる。 
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